













































































































「平成26年度 第1回 都道府県災害医療コーディネート研修 資料」より
3/15 緊急医療搬送 （重症者24名）
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Strengths（強み）
z 医療搬送技術をもった東京
都医療救護班の参画
z ヘリポートまでの救急車内
での患者情報収集
z 情報発信ツール未復旧
z 病院仮設電源の不具合
z ＤＭＡＴ撤収開始
Opportunities（機会）
z ＡＵ移動基地局配置
z 防災ヘリの稼働
z 自衛隊との連携
z 自衛隊大型ヘリの稼働
Threats（脅威）
z 市街地火災の延焼
z 福島第一原発爆発
z 3/15～ドクターヘリ運航規
制
Weakness（弱み）
自衛隊との初めての協働事業
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3/15 緊急医療搬送 （重症者24名）
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五右衛門ヶ原空港基地
自衛隊大型ヘリ
病院から見た市街地火災
自衛隊大型ヘリによる搬送
東日本大震災：阪神淡路大震災との比較
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阪神淡路大震災(1995) 東日本大震災(2011)
災害の特徴 大都市に局所的に生じた地震災害 過疎地に広域に生じた複合災害
高齢化率 12.9％（兵庫県） 30.1％（気仙沼市）
医療支援 急性期における救命処置の必要 急性期から慢性疾患対応が必要
問題となっ
た病態
挫滅（クラッシュ）症候群
“防ぎえた死”
低体温症、廃用症候群、生活不活
発病 “防ぎえた障害”
医療体制 病院完結型医療 地域完結型医療
医薬分業・医療介護分離
病期ごとのリハビリ機能分化
医療者人口における医師割合の
減少
z 瓦礫の下の医療
z 災害拠点病院整備
z DMAT(災害医療チーム）
z 広域医療搬送
z SCU（航空搬送拠点臨時医療施設）
タイムラインに沿った、多様なニーズに対応する、多職種連携地域包括的ケア
災害医療コーディネーター・リエゾン
2015/2/3
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気仙沼災害医療の振り返りおよび課題
震災孤立期における被災地被災状況の情報収集
9気仙沼市立本吉病院・猪苗代病院から入院患者対応依頼
9情報輻輳 対応不可 宮城県災害対策本部への報告不可
医療情報の喪失による医療提供制限
9薬剤およびお薬手帳喪失、市役所での介護保険情報の喪失
被災地域からの情報発信および受援体制
9電話回線途絶、衛星携帯電話のメンテナンス不良
9霞目飛行場 DMAT約120名24隊 48時間医療搬送18名のみ
被災地災害医療コーディネーターの役割
9情報収集と共に、形成的評価
9医療支援の見積もり、要請
9迅速な上位機関への情報発信
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急性期
復興期
防災・減災に対する二つの取り組み
医療・介護・福祉の一貫した情報連携と職種を越え
た情報共有による地域包括ケア
みやぎ医療福祉情報ネットワーク（ＭＭＷＩＮ）
“みやぎモデル”
へり空撮による災害緊急時情報収集システム
“気仙沼方式”
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被災地からの減災システムの発信
2015/2/3
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みやぎ医療福祉情報ネットワーク協議会(MMWIN)
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医師、医療資源の不足
高齢化
高速交通網の立ち遅れ
震災によって顕在化した課題
中核病院と他病院/診療所との医療情報連携構築
介護・在宅医療・生活支援を推進
医療情報の電子化・バックアップ体制の確立
災害に強く平時に役に立つ地域医療情報連携基盤
震災前からの課題
医療
福祉介護
医療従事者の
負担を軽減
被災地域の患
者家族の安心
医療情報の喪失→医療実施不能
個人認証システムー地域基本ID
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z 16ケタのID番号
z QRコード
z ICチップ
現在は医療スタッフのみの運用ー将来的には一般住民への展開を
個人のミニマムデータの格納が可能
2015/2/3
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多施設間医療情報共有閲覧システム
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急性期 慢性期
生活維持期
気仙沼市立病院
回復期
診療所
訪問看護ＳＴ 在宅療養診
療所
調剤薬局
退院時指導支援システム
救急医
総合医
気仙沼市役所
気仙沼保健所
社会福祉協議会、
NPOなど
在宅訪問診療・訪問看護支援システム
z 退院調整会議
z 地域ケア会議
血圧計 体重計
口腔ケア・摂食嚥下リハ支援システム
ー地域を統合する、生涯を通じた、日常生活を起点としたケアー
在宅療養者を中心とした、多職種連携を支援するシステム
＝地域包括ケア・ソーシャルネットワークサービス（SNS)
薬歴情報管理システム
医療機関から薬剤情報が自動アップロード
薬局でQRコード付き処方箋の読み込み機能
薬局のレセコンから調剤データをNSIPS形式で書き
出し共有：薬歴情報管理
NSIPS: New Standard Interface of Pharmacy‐system specifications    日本薬剤師会
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病院
気仙沼市医師会
患者
調剤薬局
診療所
個人の薬剤情報のバックアップ
被災地への薬剤支援需要の把握
気仙沼から約14万人分の
情報がアップロードすみ
2015/2/3
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自助・互助・共助・公助の協働
• 国・自治体
による組織
的支援
• 協定地域か
らの支援
• 家族、学校、
地域で守る
• 自発的
• 自分で守る
自助 互助
公助共助
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発災後3分から3時間までは自助のみ
発災後3時間から24時間までは自助・互助 “地域で守る”
発災後24時間以降、外部支援者（共助・公助）との協働
大規模災害への備え：ヘリ空撮情報収集
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①写真②撮影位置
③写真中心位置
写真撮影と同時に
位置情報を自動計測
撮影終了後、写真中心位置を
直ちに地図上にプロット
• パスコが開発したヘリコプターからの空撮用の特殊カメラ
• 写真を撮影しながら撮影位置、写真中心位置を自動計測
2015/2/3
11
大規模災害への備え：ヘリ空撮情報収集
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ヘリコプター
PALSによる空撮 施設トリアージシート“気仙沼方式”
施設トリアージ・シート
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施設の被害状況や応援の有無を色と数字で表示する
シートを屋上などに広げ、上空から見えるようにする
⽉
⽇
傷病者数
総数
施設トリアージシート
月 傷病者数
日 総数
2015/2/3
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大規模災害被災状況情報収集訓練 H26.8.20
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オレンジの点は各写真
の中心位置を示す
23
本吉病院
気仙沼病院
すこやか
気仙沼医師会 森田医院
キングスタウン
おおしまハーティケア
ＧＩＳ（地理情報システム）の利活用
空撮情報の利活用ー道路状況の把握
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• PALSの空撮写真は位置情報つき
• 幹線道路沿いに撮影すれば、
道路や橋の状況把握もす
ぐに確認できる
上から赤線を重ねて
いる部分が通行不可
区間
※本訓練では工事用ダンプを通行不可に見立てて状況確認を実施※本訓練では橋の上の工事用ダンプは”落橋”
として地図上に×を記入
2015/2/3
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“気仙沼方式”の有効性と課題
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有効性
短時間で網羅的な調査が可能
比較的短時間で操作修得が可能
施設トリアージシート
9視認性は高い、位置も特定可能
9医療機関、介護施設だけでなく、学校などでも利用可能
9シートとガムテープだけで安価
9 コンパクトで場所もとらず、長期保存も可能
トリアージシートの標準化
対応指針の作成
課題
応援 ライフライン／建物被害
緑 不要 なし
⻩ 不要 あり
⾚ 要 （⼤）
⿊ 要 避難必要
施設トリアージシートの改良
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改良版(一部機関のみ試行)
日付
収容者数
日付
傷病者数 要支援物資
前回使用したシート
収容者数
2015/2/3
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東日本大震災：阪神淡路大震災との比較
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阪神淡路大震災(1995) 東日本大震災(2011)
災害の特徴 大都市に局所的に生じた地震災害 過疎地に広域に生じた複合災害
高齢化率 12.9％（兵庫県） 30.1％（気仙沼市）
医療支援 急性期における救命処置の必要 急性期から慢性疾患対応が必要
問題となっ
た病態
挫滅（クラッシュ）症候群
“防ぎえた死”
低体温症、廃用症候群、生活不活
発病 “防ぎえた障害”
医療体制 病院完結型医療 地域完結型医療
医薬分業・医療介護分離
病期ごとのリハビリ機能分化
医療者人口における医師割合の
減少
z 瓦礫の下の医療
z 災害拠点病院整備
z DMAT(災害医療チーム）
z 広域医療搬送
z SCU（航空搬送拠点臨時医療施設）
タイムラインに沿った、多様なニーズに対応する、多職種連携地域包括的ケア
災害医療コーディネーター・リエゾン
次なる大規模災害への備え
脆弱性の減弱
自己研鑽・啓発活動
ハザードマップの作成
システム・マニュアルの見
直し（自助・互助・共助・公助）
事業継続計画の作成
経験の伝承・人材育成
急性期の情報収集
効率的医療支援配分の見
積もり
危機耐性獲得“レジリエンス”
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あらゆることを想定し、備えよ！
想定された危機はない！
自助・互助・共助・公助の協働！
自助 互助
公助共助
2015/2/3
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ご清聴ありがとうございました
